
実施
報告

　
5
月
20
日
、
ふ
る
さ
と
館
友

の
会
で
は「
魚
沼
方
面
の
歴
史
」

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
研
修

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
25
名
の
参
加
者
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
現
地
で
活
躍
し

た
石
川
雲
蝶
の
寺
院
彫
刻
（
県

指
定
有
形
文
化
財
）
や
、
江

戸
時
代
、
糸
魚
川
藩
魚
沼
領

の
割
元
庄
屋
を
務
め
た
豪
農
の

館
「
目
黒
邸
」（
国
重
要
文
化

財
）
を
、
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

歩
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

　
「
石
川
雲
蝶
と
い
う
人
物
を

は
じ
め
て
知
っ
た
。
彫
刻
・
絵

越
後
魚
沼
方
面 

〜
寺
院
彫
刻
と
豪
農
の
館
を
訪
ね
て
〜

実施
報告
ふ
る
さ
と
館
友
の
会
研
修
視
察

魚沼市西福寺開山堂の前でパチリ

　飯山城は、もとは飯山地方
の土豪・泉氏の居館でありま
したが、永禄７年（１５６４）（永
禄10年（１５６７）説あり）、
信濃一円に勢力を伸ばしてき
た武田信玄に対抗し、上杉謙
信が本城である春日山城防衛、
川中島出陣の際の前線基地と
して本格的に築城したといわ
れています。飯山における川
中島合戦は、飯山城争奪の戦
いともいえ、両武将にとって
重要な城であったと考えられ
ます。
　築城当時は春日山城から関
田峠、富倉峠を越える道が城
の北側に通じていたことから
城の表門は北側に設けられま
した。
　この頃の飯山城は、天然の
堅固な城壁を削ってさらに急
にし、城のまわりに堀をめぐら
し、丘の上には土塁を築いた
くらいの城であったと思われま
す。その後の上杉景勝の時代
に、飯山城代岩井信能によっ
て近世の城郭として本格的な
整備と城下町づくりが行われ
ていきます。

西方から望む飯山城跡

飯
山
城
と
旧
城
下
町
散
策
を
開
催

飯
山
雪
国
大
学　
前
期
成
人
講
座
＆
寺
子
屋
い
い
や
ま

　これまでも、自分なりに本やネット
などで城や城下町について勉強して
はいましたが、現地を実際に歩きな
がらお話を聞く中で、知らなかったこ
とや場所について学ぶことができまし
た。
　また、他の参加者からも「この場
所は昔こうだった」といった興味深い
お話を聞けたことは、市民の方と一
緒に参加できる公民館講座の醍醐味
なのかなと感じました。
　機会があれば、ぜひ他の講座にも
参加してみたいなと思います。ありが
とうございました。

解説を聞きながら見学する参加者 散策後、スタート地点に戻って撮影

参加者のご感想

飯山城下町を歩く

画
に
人
生
の
す
べ
て
を
か
け
、

そ
の
制
作
す
べ
て
が
物
語
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
業
績
に
感

動
し
た
」

　
「
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
が
大
変

良
く
勉
強
さ
れ
て
お
り
、ま
た
、

ご
自
身
の
幼
い
こ
ろ
の
思
い
出

と
重
ね
て
お
話
し
て
く
れ
て
と

て
も
良
か
っ
た
」

　
「
ガ
イ
ド
さ
ん
の
語
り
や
振

る
舞
い
が
、
自
分
の
行
っ
て
い

る
ガ
イ
ド
の
参
考
に
な
っ
た
」

　
「
同
じ
雪
国
で
も
違
う
と
こ

ろ
も
あ
り
、
目
黒
邸
の
生
活
の

息
づ
か
い
を
感
じ
ら
れ
、
と
て

も
良
か
っ
た
」
と
い
う
う
れ
し

い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

上杉謙信の
飯山城築城

眞田秀平さん

　
６
月
４
日
、「
飯
山
城
と
ゆ

か
り
の
山
城
探
訪
」
企
画
の
第

１
回
目
「
飯
山
城
と
旧
城
下
町

散
策
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

22
人
の
参
加
者
は
、
飯
山

城
跡
に
集
合
し
、
ふ
る
さ
と
館

学
芸
員
の
解
説
に
聞
き
入
り

な
が
ら
、
城
門
の
遺
構
や
本
丸

跡
を
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
福
寿
町
か
ら
肴
町

ま
で
旧
城
下
町
を
散
策
し
、
鉄

砲
町
の
牢
屋
跡
や
弓
足
軽
が
暮

ら
し
た
弓
町
な
ど
、
飯
山
城
ゆ

か
り
の
場
所
の
解
説
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
散
策
コ
ー
ス
終
盤
に
は
雨
池

に
到
着
し
、
城
山
の
眺
め
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
講
座
の
途
中
に
は
学
芸
員
が

参
加
者
に
質
問
を
す
る
場
面

も
あ
り
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

そ
れ
ぞ
れ
に
城
山
の
思
い
出
や

歴
史
知
識
を
紹
介
し
て
い
ま
し

た
。
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飯山市美術館　臨時休館のお知らせ
◆期間　7月4日㈫～ 7月 7日㈮
展示作業を行います。皆さまのご理解とご
協力をお願い致します。

飯山市美術館 ℡ 62-1501 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）問飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）問

「発掘されたちっちゃいもの」展

　飯山市で発見された不思議な発掘品、特に小さなものに焦点をあ
てた品々を展示します。

お知
らせ

祈り？飾り？おもちゃ？ナニコレ？飯山市ふるさと館企画展

　飯山市美術館では、1階ロビーにおいてギャラリー
展「北信濃伝統工芸展」を開催中です。
　飯山仏壇の製作に携わる三人の伝統工芸士、森徳壽
( 彫刻 )、藤澤一雄 ( 蒔絵 )、三ツ井照雄 ( 彫金 ) の他 
、内山紙、小沼箒

ほうき
、野沢アケビつる細工、信州竹細工

等の北信濃を代表する工芸品の作品展です。
　ペンダント、ブローチ、イヤリングなどのアクセサ
リー、スマホスタンド、一輪挿し、銘々皿や壁飾りなど、
伝統工芸士の技を駆使しながら、新たなものづくりに
取り組んだ作品の数々を展示しています。また、期間
中、体験も行っています。ぜひご覧ください。

７月２日（日）まで
ギャラリー展「北信濃伝統工芸展」開催中お知

らせ

◆期間
   6 月 24 日（土）～８月 20日（日）
◆場所
   飯山市ふるさと館企画展示室
◆開館時間 
   午前9:00～午後5:00（入館は午後４:30まで）
◆休館日
   毎週月曜日（月曜祝日の場合は翌日）
◆入館料
　大人 200 円、小中学生 100 円 （市内小中学生は無料）



信州いいやま
ノーナ・フェス2023

津軽三味線

輝＆輝 三味線ライブKIKI

いいやま女性センター未来 ℡ 62-0543
（休館日：日曜祝日）

問

柳原公民館 ℡ 62-5562または 飯山市公民館 ℡ 62-3342問

◆期間
 ７月13日（木）～8月10日（木）のうち

計６日間（全 24時間の講習です）
◆場所
　・いいやま女性センター未来
　・飯山市しろやま保育園（実習）
◆対象
   飯山市在住または飯山市在勤の方
◆定員
   12 名（定員になり次第締切）
◆費用
   3,500 円（教材費含む）
◆申込期間
　6月 20日（火）～ 6月 30日（金）
◆託児
　希望の場合は、事前にご予約ください
◆日程  
　7/13（木） 9:45 ～ 15:00　
      開講式・小児 看護の基礎知識
　7/18（火）10:00 ～ 15:00
      身体の発育と病気 /子どもの世話
　7/25（火） 9:00 ～ 15:00　
　　子どもの栄養と食生活（乳汁）/
   　子どもの栄養と食生活（食事）実習 /
　　保育の心
　7/27（木）10:00 ～ 15:00　
　　心の発達とその問題
　8/8（火） 9:30 ～ 15:00　 
　　子どもの遊び（保育実習）/安全・事故
　8/10（木）9:00 ～ 12:15　
　　児童虐待と社会的養護 /
　　保育サービスの提供・閉講式

　みなさんの時間と力を、地域の子育てに
役立ててみませんか？
全日程を修了すると・・・
〇飯山市長および女性労働協会から修了書が
授与されます。ただし、講義の欠席・遅刻が
あった場合は認められません。
〇飯山市ファミリーサポートセンターの提供会
員として活躍できます。

　ふるさと館所蔵の市内の江戸時代古文書をみんな
で読みます。この機会に古文書を始めたい方大歓迎！

いいやま女性センター未来受講生
募集 保育サービス講習会

参加者
募集

◆日時：７月８日（土）10:00 ～ 11:30
◆場所：飯山市ふるさと館
◆講師：高橋 舞子さん（ふるさと館市民学芸員）
◆対象：市内小学生～（大人・親子もご参加いただけます）

◆定　員：20名　
◆参加費 ：200円
◆持ち物 ：ハサミ
◆申込締切：７月２日（日）

ぷら～りぷらぷら、ユーモ
ラスな組みひも人形、いっ
しょに作ってみませんか！

　　　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030　（休館日：月曜日） 問

◆期　日：7月 16日（日）
◆時　間：8：30～ 12：30終了予定
◆集　合：柳原地区活性化センター
◆行　程：上新田→富倉峠→大将陣→
 　 関屋（峠ウォーキング）
◆持ち物 : 昼食、飲み物、タオル、マスク、雨具、
　　　　　　レジャーシート、熊よけ鈴（ある方）　　
◆服　装：登山に適した服装
◆定　員：40名

　　（小学生以下の場合は保護者同伴でお願いします）
◆締　切：７月 7日（金）
◆その他：雨天の場合、中止となることがあります。

柳原公民館＆飯山市公民館共催

富倉峠ウォーキング

ふるさと館たいけん工房③

☆ぷら～り☆ 組みひもドール

参加者
募集

　飯山と越後を結んだ塩の道、そして謙信公も行軍路
として通ったと言われる『富倉峠道』を登山しながら
学習しよう！

◆期日：7月 25日、9月 26日、11月 28日、
 　　　  1 月 23日、3月 26日
　　　　（全５回、いずれも火曜日）　  　
◆時間：13:30 ～ 15:00　　
◆場所：飯山市ふるさと館学習室
◆講師：樋口和雄 先生
◆定員：20名
◆申込期間：６月 22日（木）～７月４日（火）

寺子屋いいやま

「古文書学部」開講します参加者
募集

飯山市ふるさと
館へのメールで
のお問い合わせ
はこちらへ

　 飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030　（休館日：月曜日） 問

8月5日（土）
16:00 開演（15:30 開場）

　2019 年から始まった『信州いいやまノーナ・フェ
ス』は、NONA REEVESと彼らにゆかりのあるアー
ティストのLIVEとともに自然豊かな飯山市の魅力
を発信する地元密着型の音楽フェス。昨年は小松
シゲル生誕 50周年記念ライブを開催しましたが、
『信州いいやまノーナ・フェス 2023』は、実に4
年ぶり、待望の現地開催となります。

◆場　所：飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
◆出　演：NONA REEVES（ノーナ・リーヴス）、
     堀込泰行、堂島孝平
◆入場料：8,000 円 ( 全席指定・税込）
　※お一人様4枚まで購入可。先着順、電話予約は行いま
　　せん。枚数に限りがありますのでご了承ください。
◆プレイガイド：飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　　チケット販売開始６月15日（木）
◆主　催：信州いいやまノーナ・フェス実行委員会
　 　　/ ワイズコネクション
◆企画制作：ココモ・ブラザーズ /ワイズコネクション
◆共　催：飯山市 /飯山市教育委員会
◆お問い合わせ：ワイズコネクション 

（E-mail : info@ys-connection.co.jp）

　 飯山市文化交流館　なちゅら  ℡ 67-0311問

8月20日（日）
14:00 開演（13:00 開場）

津軽三味線の全国大会でともに日本一の経歴を持つ白藤ひ
かり、武田佳泉の２人によって結成された本格派津軽三味線
デュオ「輝＆輝 (KIKI)」。演奏曲目は原点である古典民謡から、
ポップ・ロック調を取り入れたオリジナル曲まで幅広い。強
い再演のご要望にお応えして、なちゅらにふたたび登場です。
津軽三味線ならではの迫力と、女性らしい繊細さを兼ね備え
た表現をお楽しみください。

◆場　所：飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
◆出　演：輝＆輝（白藤ひかり・武田佳泉）
◆入場料：一般 2,000 円　高校生以下1,000 円
　　　　（全席自由・税込、当日券は500 円増）
◆プレイガイド：飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　　チケット販売開始６月24日（土）
◆主　催：飯山市／飯山市教育委員会

　 飯山市文化交流館　なちゅら  ℡ 67-0311 　（休館日：火曜日） 問
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◇
老
燃
教
室
開
催
中
！

　
飯
山
公
民
館
で
は
老
燃
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

開
催
予
定
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

6
月
27
日
、
7
月
4
日
・

25
日
、
8
月
8
日
・
22
日
、
9

月
12
日
・
26
日
、
10
月
10
日
・

31
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）
で
、

開
催
時
刻
は
13
時
30
分
か
ら

15
時
ま
で
で
す
。
会
場
は
飯
山

市
公
民
館
2
階
講
堂
で
、
事
前

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
塗
装
作
業　

　
を
行
い
ま
し
た

 

５
月
27
日
に
小
中
学
校
通
学

路
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
塗
装
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
に
塗
ら

れ
た
路
側
帯
は
、
運
転
手
に
は

優
し
く
注
意
を
促
し
、
歩
く
子

ど
も
た
ち
や
道
行
く
人
を
明
る

い
気
持
ち
に
さ
せ
る
通
学
路
に

な
り
ま
し
た
。

◇
第
14
回
木
島
地
区

　
　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

地
区
住
民
の
健
康
と
親
睦

を
目
的
に
、
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　
７
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分

■
場
所　
長
峰
運
動
公
園

　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

■
お
問
合
先　
木
島
公
民
館　

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン　
　
　
　
　
　
　

　
グ
㏌
柏
尾
峰

　

５
月
14
日
、『
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
㏌
柏
尾
峰
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
６
月
の
初
め
に
鉢
植
え
菊
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
状
況
が
悪
化
し
な
け
れ

ば
、
６
月
18
日
㈰
に
は
４
年
ぶ

り
に
地
区
球
技
大
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

◇
路
傍
の
石
仏
（
そ
の
２
）

                   

現
地
見
学
会

５
月
５
日
に
路
傍
の
石
仏
・

石
神
現
地
見
学
会
そ
の
２
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
講

師
に
石
仏
・
石
神
が
建
て
ら
れ

た
背
景
や
当
時
の
情
勢
な
ど
を

聞
き
な
が
ら
、
熱
心
に
観
察
し

て
い
ま
し
た
。

◇
柳
原
地
区
球
技
大
会

　
６
月
４
日
、
球
技
大
会
を
開

催
し
、
男
女
混
合
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝　
南
条

準
優
勝　
さ
さ
が
わ

3
位　
小
佐
原

◇
柳
原
地
区

　
　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
時　
７
月
2
日
㈰

　
　
　
　
　

 　

 

午
前
８
時

■
集
合
場
所　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
市
民
体
育
館
前

　
３
名
を
１
チ
ー
ム
と
し
て
集

落
館
長
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
６
月
配
布
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
富
倉
地
区
ド
ロ
ー
ン
教
室
開
催

　
５
月
27
日
、
晴
天
の
中
11
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ド
ロ

ー
ン
学
習
会
で
は
、
国
家
資
格

（
操
縦
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
）
の

説
明
が
あ
り
、
利
活
用
が
急
増

し
て
い
る
一
方
無
許
可
で
飛
行

さ
せ
る
事
案
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
後
半
の
ド

ロ
ー
ン
操
縦
は
実
技
練
習
を
し

ま
し
た
。

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

　
ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催　
　
　

　
黒
岩
山
で
観
察
会
を
５
月
６

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
参
加
者
の
小

学
生
が
見
つ
け
、
全
員
で
代
わ

る
が
わ
る
観
察
し
写
真
を
撮

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ギ
フ

チ
ョ
ウ
の
小
さ
な
卵
も
発
見
で

き
、
大
満
足
の
観
察
会
と
な
り

ま
し
た
。

◇
外
様
公
民
館
長
杯

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会

　
５
月
28
日
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ

た
23
人
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

の
腕
前
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。 外

様
公
民
館

℡
６
2- 

1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0

◇
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■
期
日　
7
月
１
日
㈯
、
７
月　
　

　
　
８
日
㈯　
※
両
日
参
加
可

■
時
間　
午
後
６
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
２
時
間
程
度

■
場
所　
常
盤
地
区
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　
無
料

■
お
問
合
先　
常
盤
公
民
館　
　
　

　
詳
細
は
常
盤
地
区
全
戸
配
布

の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◇
岡
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会

　

5
月
21
日
に
地
区
住
民
の

健
康
と
親
睦
交
流
の
た
め
、
長

峰
運
動
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
幅
広
い
年
齢
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
か
き
な
が
ら
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

木
島
公
民
館

℡
６
2- 

0
5
5
5

約２時間かけて作業を行いました

素早く操縦する実技練習

ギフチョウの観察を行いました

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 

3
3
4
2

地
区
区
長
会
長
に
選
出

　
昨
年
字
町
の
区
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
、
初
め
て
参
加
し

た
飯
山
地
区
区
長
会
で
区
長
会

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
字
町

の
区
長
も
初
体
験
で
そ
れ
だ
け

で
も
手
一
杯
で
し
た
の
で
、
大

変
困
惑
し
ま
し
た
。

　
区
長
会
長
に
な
っ
て
す
ぐ
に

突
き
付
け
ら
れ
た
の
が
、
４
月

の
区
長
総
会
で
の
飯
山
地
区
か

ら
の
提
案
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
や

水
害
・
雪
害
が
続
く
な
か
で
明

る
い
展
望
を
持
ち
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
「
飯
山
城
址
公
園
を

市
民
の
憩
い
の
場
に
〜
『
桜
の

再
生
』
を
中
心
と
し
て
」
を
提

案
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
民
の
憩
い
の
場

　
調
べ
て
み
る
と
、
平
成
24
年

に
「
飯
山
城
址
公
園
整
備
基
本

計
画
」
が
発
表
さ
れ
、「
桜
の

再
生
」
や
「
一
年
を
通
じ
て
楽

し
め
る
公
園
」
も
う
た
わ
れ
、

具
体
的
事
例
も
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
江
戸
末
期
の
飯

山
城
の
復
元
事
業
に
比
べ
て
、

「
桜
の
再
生
」
や
「
市
民
の
憩

い
の
場
」
に
関
し
て
は
ほ
と
ん

ど
進
展
し
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
、
そ
の
思
い
を
文
章
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。
区
長
会
や
区
長

協
議
会
で
原
案
を
審
議
し
た
と

き
も
、
同
世
代
の
仲
間
か
ら
は

か
つ
て
の
城
山
の
思
い
出
が
た

く
さ
ん
語
ら
れ
、
改
め
て
市
民

に
と
っ
て
の
城
山
の
意
義
を
認

識
し
ま
し
た
。

区
長
総
会
に
望
む
こ
と

　
区
長
総
会
当
日
、
提
案
に
対

し
て
の
市
長
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
が
、「
樹
勢
の
回
復
に
つ
い
て

は
樹
木
医
と
相
談
」「
新
た
な

植
樹
の
計
画
は
な
い
」
と
の
内

容
で
、
期
待
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
は
区
長
会
長
に
な
る
ま

で
区
長
総
会
の
存
在
自
体
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
内
の

１
０
７
の
区
長
が
一
堂
に
会
し
、

さ
ら
に
県
議
会
議
員
や
国
・
県

の
現
地
機
関
の
代
表
な
ど
約
20

名
の
来
賓
の
ほ
か
、
市
長
を
は

じ
め
市
の
部
課
長
級
職
員
が
そ

ろ
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、
市
民

に
は
事
前
告
知
も
含
め
て
ほ
と

ん
ど
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
市
の
公
式
Ｈ

Ｐ
を
み
て
も
、
地
区
か
ら
の
提

案
や
採
択
さ
れ
た
決
議
は
も
と

よ
り
、
開
催
さ
れ
た
こ
と
す
ら

掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
地

区
か
ら
の
提
案
に
対
す
る
市
長

の
回
答
も
文
書
で
配
布
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
込
め
て
提

案
し
た
内
容
や
そ
れ
に
対
す
る

市
の
回
答
は
、
市
民
の
目
に
触

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け
で

す
。　

　

今
年
の
区
長
総
会
で
飯
山

地
区
は
「
飯
山
城
址
公
園
を
市

民
の
憩
い
の
場
に
」
を
再
提
案

す
る
こ
と
に
な
り
、
提
案
文
書

の
作
成
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
の
公
式
Ｈ
Ｐ
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た

【
筆
者
紹
介
】

　

昭
和
31
年
生
ま
れ
。
飯
山

地
区
福
寿
町
在
住
で
す
。
元

高
校
教
師
で
、〝
母
校
〞
の
飯

山
高
校
で
も
教
壇
に
立
っ
た

経
歴
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度

の
飯
山
市
区
長
総
会
で
は
、

教
育
者
ら
し
い
リ
サ
ー
チ
力

と
理
論
構
築
力
で
提
案
を
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

長
野
市
民
劇
場
の
代
表
と
し

て
演
劇
の
振
興
に
も
心
血
を

注
が
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
（
飯
山
公
民
館
）

柏尾峰をほぼ一回りしました

飯
山
城
址
公
園
を

　
　
　
　
　
市
民
の
憩
い
の
場
に

飯
山
地
区　

 

清
水 

信
一

だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

城
山
の
桜
の
再
生
を

　

今
年
度
、
飯
山
城
址
公
園

整
備
に
関
す
る
予
算
が
大
幅

に
減
額
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
県
史
跡
と
な
っ
て
い
て

難
し
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
市
民
に
向
け
て
今
後

の
整
備
計
画
を
示
し
て
い
た
だ

き
、
明
る
い
飯
山
市
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
り
得
る
桜
の
再
生
に
ぜ

ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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２
０
２
３
年
本
屋
大

賞
受
賞
の
『
汝
、
星
の
ご

と
く
』（
凪
良
ゆ
う
／
講

談
社
）
お
よ
び
２
位
か
ら

10
位
ま
で
の
作
品
が
た
い

へ
ん
人
気
で
す
。

　

貸
出
中
の
状
態
が
続
き
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
順

番
に
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
、
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
本
屋
大
賞
は
20
回
目

の
節
目
で
す
。
過
去
の
大
賞
受

賞
作
も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

趣　
味
・
実　
用

本
屋
で
待
つ

佐
藤 

友
則

わ
れ
ら
の
牧
野
富
太
郎
！

い
と
う 

せ
い
こ
う

人
間
が
い
な
く
な
っ
た
後
の
自
然

カ
ル　

フ
リ
ン

み
や
ぎ
か
ら
、

佐

藤　

健

る
る
ぶ
四
国　
'24

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

人
種
差
別
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
た
め
の
20
の
レ
ッ
ス
ン

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー　

ジ
ュ
エ
ル

入
管
解
体
新
書

山
村 

淳
平

<

個
人
事
業
主> <

フ
リ
ー
ラ
ン
ス> 

知
識
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る <

図
解> 

イ
ン
ボ
イ
ス
経
理

中
島 
祥
貴

知
っ
て
お
き
た
い
！
イ
ン
ド
ご
は
ん
の
常
識

パ
ン
カ
ジ　

シ
ャ
ル
マ

ダ
マ
し
て
生
き
の
び
る
虫
の
擬
態

海
野 
和
男

世
界
の
サ
メ
大
全

め

か

ぶ

と
こ
と
ん
楽
し
む
サ
ウ
ナ
の
世
界

松

永 

武

栄
養
ア
ッ
プ
！
カ
ロ
リ
ー
ア
ッ
プ
！
の
料
理
ア
レ
ン
ジ
早
わ
か
り

竹
内 

冨
貴
子

か
わ
い
い
土
木
見
つ
け
旅

三
上 

美
絵

小
さ
な
思
い
つ
き
集

暮
し
の
手
帖
編
集
部

パ
パ
が
育
休
と
っ
て
み
た
ら
妻
子
へ
の
愛
が
深
ま
っ
た
話

パ

パ

頭

猫
柄
図
鑑

山
根 

明
弘

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
ひ
み
つ

日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
協
会

絵
手
紙
に
添
え
た
い
こ
と
ば

日
本
絵
手
紙
協
会

白
髪
の
国
の
ア
リ
ス

田
村 

セ
ツ
コ

94
歳
、
自
撮
り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

西
本 

喜
美
子

日
本
エ
ッ
セ
イ
小
史

酒
井 

順
子

よ　
み　
も　
の

渦
の
中
へ

あ
さ
の 

あ
つ
こ

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

奥
田 

英
朗

焼
け
野
の
雉

梶 

よ
う
子

や
さ
し
さ
を
忘
れ
ぬ
う
ち
に

川
口 

俊
和

極
楽
征
夷
大
将
軍

垣
根 

涼
介

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
あ
ま
き
香
り

島
田 

荘
司

白
鶴
亮
翅

多
和
田 

葉
子

赤
い
月
の
香
り

千

早 

茜

新
・
教
場

長
岡 

弘
樹

お
や
ご
こ
ろ

畠

中 

恵

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

　

５
月
23
日
か
ら
６
月
１
日

に
か
け
て
実
施
し
た
蔵
書
点
検

作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の

期
間
は
特
別
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
図
書
館
を
ご
利
用
の

皆
さ
ま
に
は
た
い
へ
ん
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
蔵
書
点
検
は
、
図
書
館
の
蔵

書
の
所
在
や
現
在
の
状
況
を
確

か
め
る
作
業
で
す
。
書
庫
も
含

め
た
館
内
に
あ
る
約
13
万
点
の

資
料
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
一
点
ず

つ
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
読

み
取
り
、
所
蔵
デ
ー
タ
と
照
合

し
ま
す
。
こ
の
作
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
本
来
と
違
う
書
棚

に
あ
る
資
料
や
所
在
不
明
だ
っ

た
資
料
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
快
適
に
図
書
館
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
日

ご
ろ
手
の
行
き
届
か
な
い
場
所

の
清
掃
や
書
棚
の
整
理
整
頓
も

行
い
ま
し
た
。

　
図
書
館
は
６
月
２
日
よ
り
通

常
ど
お
り
開
館
し
て
い
ま
す
。

職
員
一
同
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 

　
蔵
書
点
検
作
業
が
終
了
し
ま
し
た

旬の本☆話題の本☆意外な本

らいぶらり
ブックレビュー

ようこそ
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図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
 【開館時間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
    土・日・祝       9:30 ～ 17:00
 【休館日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ℡ 62-1118】

◇ 7月図書館カレンダー ◇
1 土
2 日 10:30 ～おはなしひろば
3 月 休館日
4 火
5 水 移動図書館車③温井 ･秋津
6 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
7 金 移動図書館車④太田 ･富倉
8 土
9 日 10:30 ～ブックスタート
10 月 休館日
11 火
12 水 移動図書館車①北原 ･常盤
13 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
15 土
16 日 10:30 ～おはなしひろば
17 月
18 火 休館日（祝日振替）
19 水 移動図書館車③温井 ･秋津
20 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車④太田 ･富倉
22 土
23 日 10:30 ～おはなしひろば
24 月 休館日
25 火
26 水 移動図書館車①北原 ･常盤
27 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
29 土
30 日 10:30 ～おはなしひろば
31 月 休館日

Instagram

Web OPAC ( 蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

▲ 1冊 1冊、漏れのないように

「おすすめの本」「好きな本」を

書いてもらったチューリップ が

満開になりました！

　チューリップや蝶の形の紙に、お
子さんたちのおすすめの本や好きな
本のタイトルを書いていただきまし
た。大勢のお子さんたちが書いて
くれて、図書館の壁がカラフルな
チューリップや蝶でいっぱいになり
ました。
　期間中に、皆さんが書いてくれた
タイトルの本をテーマコーナーに展
示したところ、大人の方もたくさん借りてくださり、「みんながおすすめ
するだけあっておもしろかった」といった声も聞かれました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

子ども読書の日

こどもの読書週間

特別企画

移動図書館車「ゆきつばき号」を
ぜひご利用ください！

　毎週水曜日と金曜日に、約 1,500 冊の本を載せて、移動図書
館車が運行しています。

①コース・・・北原・常盤方面　水曜日
②コース・・・戸狩・西大滝方面　金曜日
③コース・・・温井・秋津方面　水曜日
④コース・・・太田・富倉方面　金曜日
全 41ステーション

　なかなか図書館に足を運びにくい方にも本をお手に取っていた
だけるよう、上記のコースを交互に巡回しています。
　飯山市内にお住まいでしたらどなたでもご利用いただけます。
図書館の利用カードがなくても、住所を確認できる書類を運転手
さんにお見せいただければ、その場でカードを発行して本を借り
ることができます。
　移動図書館車で借りた本は、２週間後の巡回時にご返却いただ
くか、本館や違うコースを巡回中の図書館車でお返しいただいて
もかまいません。
　巡回コースの各ステーション名とおおよその停車時刻は、奇数
月に発行される『広報飯山』の「図書館ニュース」に掲載してい
ます。ぜひチェックしてお立ち寄りください。

(水曜と金曜が祝日の場合は運休 )

お知らせ7 月 18日（火）
祝日振替のため

17日（月・祝）は
開館します。開館します。

休館します。

『牧野富太郎』
日本植物学の父

清水洋美 /著
汐文社 /出版

　現在放送中のＮＨＫ連続テレビ小
説『らんまん』の主人公のモデルに
もなっている「牧野富太郎」の本です。
　土佐に生まれた富太郎は小学２年
で中退し、好きな植物を調べるこ
とに明けくれ、土佐の植物目録を作
り、次には日本中の植物を調べ目録
を作るという大きな目標を掲げ、日
本全国の野山を歩いて集めた標本は
４０万点。調べて分類し、名前をつ
けた植物が１５００種類。
　その熱心さと行動力にいくつもの
出会いがあり、ますます目標に近づ
いていきます。好きなものがあると
人は強くなるように感じました。


